
川崎市近隣市区データ

　川崎市７行政区と川崎市近隣の東京都目黒区、大田区、
世田谷区の３特別区と調布市、町田市、狛江市、多摩市、
稲城市の５市及び横浜市鶴見区、港北区、青葉区、都筑
区の４行政区の計１４区５市の人口等のデータをまとめ
ました。
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区　　分

川崎市　　　　　
川崎区
幸　区
中原区
高津区
宮前区
多摩区
麻生区

東京特別区　　　
目黒区
大田区
世田谷区
調布市
町田市
狛江市
多摩市
稲城市

横浜市　　　　　
鶴見区
港北区
青葉区
都筑区

備　考

調査時点又は期間 平成22年10月 平成22年10月 平成22年10月 平成22年10月 平成17年10月 平成17年10月 平成22年 平成22年

人人人人人世帯ｋ㎡単位

人口密度（面積
1ｋ㎡当たり）

出生数 死亡数面積 世帯数 人口 昼間人口

東京都、各市
ＨＰ 国勢調査 国勢調査 人口動態調査 人口動態調査国勢調査総人口÷総面積

総人口÷世帯数東京都、各市
ＨＰ

国勢調査 国勢調査 国勢調査

昼間人口÷常住人口
（年齢不詳を除く）

15歳未満人口÷
総人口

(年齢不祥を除く)

15～64歳人口÷
総人口

(年齢不祥を除く)

65歳以上人口÷
総人口

(年齢不祥を除く)

区　　分 人口増減 15～64歳
人口

65歳以上
人口

65歳以上
人口割合

15～64歳
人口割合

昼夜間
人口比率

川崎市　　　　　
川崎区
幸　区
中原区
高津区
宮前区
多摩区
麻生区

東京特別区　　　
目黒区
大田区
世田谷区
調布市
町田市
狛江市
多摩市
稲城市

横浜市　　　　　
鶴見区
港北区
青葉区
都筑区

備　考

調査時点又は期間 平成22年 平成22年10月 平成22年10月 平成22年10月 平成22年10月 平成22年10月 平成22年10月 平成22年10月

％人人％人人人単位

１世帯当たり
人員

15歳未満
人口

15歳未満
人口割合

％

2 データ一覧



区　　分

川崎市　　　　　
川崎区
幸　区
中原区
高津区
宮前区
多摩区
麻生区

東京特別区　　　
目黒区
大田区
世田谷区
調布市
町田市
狛江市
多摩市
稲城市

横浜市　　　　　
鶴見区
港北区
青葉区
都筑区

備　考

調査時点又は期間 平成22年10月 平成22年10月 平成21年12月 平成21年12月 平成21年12月 平成19年6月 平成19年6月 平成19年6月

百万円人百万円 百万円人百万円％世帯単位

製造業
従業者数

商業年間
商品販売額

商業
従業者数

商業年間商品販売額
（従業者１人当たり）

高齢者単身
世帯数

高齢者単身
世帯割合

製造品
出荷額等

製造品出荷額等
（従業者１人当たり）

高齢者単身世帯数÷
一般世帯数

工業統計調査

学校基本調査 学校基本調査 学校基本調査

工業統計調査

＊＊学校基本調査 ＊ ＊

国勢調査
製造品出荷額等
÷製造業従業者数 商業統計調査 商業統計調査

商業年間商品販売額
÷商業従業者数

区　　分 保育所
在所児数

交通事故
発生件数

刑法犯
認知件数

建物火災
出火件数

川崎市　　　　　
川崎区
幸　区
中原区
高津区
宮前区
多摩区
麻生区

東京特別区　　　
目黒区
大田区
世田谷区
調布市
町田市
狛江市
多摩市
稲城市

横浜市　　　　　
鶴見区
港北区
青葉区
都筑区

備　考

調査時点又は期間 平成22年5月 平成22年5月 平成22年5月 平成22年5月 平成20年10月 平成20年 平成21年 平成21年

件件人人人人人単位

小学校
児童数

小学校
教員数

中学校
生徒数

中学校
教員数

件

＊は出典：総務省統計局『統計でみる市区町村のすがた2011』
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